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～第12回　日本公衆衛生看護学会学術集会（令和５（2023）年度）～

しまね健康寿命延伸プロジェクトを通して
住民に生じた意識や行動の変化

島根県立大学看護栄養学部 小田美紀子

祝原あゆみ

〇小川 智子

【本研究の目的】

本研究では、しまね健康寿命延伸プロジェクトにおけるモデル地

区活動の取り組みを評価する指標開発に向け、プロジェクトを通し

て住民に生じた意識や行動の変化を明らかすることを目的とした。

Ⅱ.研究方法

4．調査時期

令和４年11月

5．調査内容

インタビューガイドに基づき、以下の内容とした。

①プロジェクトに関わったきっかけ

②活動し始めた時の気持ち

③活動による気持ちの変化の有無と内容

④活動による行動の変化の有無と内容

Ⅲ.結果

１．研究参加者の概要

A地区：５名， B地区：５名， C地区：４名

男性：11名，女性：３名

２．プロジェクトを通して住民に生じた意識や行動の変化

69の重要アイテムから、16の重要カテゴリを抽出した。

Ⅰ.はじめに

・地域の課題が複雑化・多様化する昨今では、地域住民の支え合いや

助け合い、住民の協力や主体性による課題解決が求められる。

・島根県では、令和2年度から健康長寿日本一をめざし、県下７圏域

の各1地区をモデル地区として地区の健康課題に住民主体で取り組

む健康づくりが進められている。

Ⅱ.研究方法

１．研究デザイン

質的研究

２．研究対象者

島根県内3保健所のプロジェクト担当者および市役所のモデル地区担当者に、

プロジェクトに関わった住民代表者を選出してもらい、研究参加への同意が得

られた各地区4～5名の地域住民を対象とした。

３．調査方法

研究参加者間の相互作用を通してより広範でまとまった意見を引き出すこと

ができるフォーカス・グループ・インタビュー法を用いた。

Ⅱ.研究方法

6．分析方法

安梅（2001）の質的研究法を用いた。

インタビューの録音から逐語録を作成し、プロジェクトの活動を通して生じ

た意識や行動の変化に関する内容を重要アイテムとして抽出し、重要アイテム

間の類似性と相違性を比較検討して抽象度を高め、重要カテゴリを抽出した。

7．倫理的配慮

本研究は、島根県立大学看護栄養学部倫理審査委員会の承認を得て実施

した（承認番号：369）。

Ⅲ.結果 表1 活動を通して生じた意識や行動の変化

重重要要カカテテゴゴリリーー 主主なな重重要要アアイイテテムム

自自分分自自身身のの健健康康にに関関すするる数数値値をを
気気ににすするるよよううににななっったた

・プロジェクトの調査直後は塩分に気を付けていたが徐々に緩
んできた

・健康調査で気を付けないといけない部分が分った

健健康康にに関関すするる新新ししいい知知識識がが身身ににつついいたた ・・活活動動をを通通ししてて食食品品にに含含ままれれるる塩塩分分量量にに新新たたなな発発見見ががああっったた

自自分分自自身身のの生生活活習習慣慣をを見見直直ししたた ・・自自分分のの健健康康にに気気をを付付けけるるよよううににななっったた

・・健健康康づづくくりりのの会会でで勉勉強強ししたたりり話話をを聞聞いいたたりりししてて自自分分のの生生活活習習慣慣
をを振振りり返返っったた 他2

自自分分自自身身のの生生活活習習慣慣のの改改善善をを試試みみたた ・・買買物物時時にに買買ううももののをを考考ええるるよよううににななっったた

・・最最初初にに食食事事がが変変わわっったた。。ササララダダをを毎毎夜夜食食べべるるよよううににししてていいるる

他5

長長生生ききすするるなならら健健康康ででいいたたいいとと思思ううよよううにに
ななっったた

・やっぱり自分の好きなことをして長生きの方が一番いい

・同じ何歳まで生きるんだったら、健康でずっといたいという部分
は芽生えた
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重重要要カカテテゴゴリリーー 主な重要アイテム

家家族族のの生生活活習習慣慣をを気気ににすするるよよううににななっったた ・・家家族族のの塩塩分分摂摂取取やや食食べべ過過ぎぎをを気気ににすするるよよううににななっったた

家家庭庭のの中中でで健健康康にに関関すするる意意識識がが高高ままっったた ・・健健康康ににつついいてて家家族族のの話話題題にに上上るるよよううににななっったた

・・家家族族でで塩塩分分摂摂取取量量ににつついいてて話話すすののもも面面白白いい
他他3

地地区区のの人人々々のの健健康康をを気気ににすするるよよううににななっったた ・・本本当当にに必必要要なな人人にに調調査査ががででききてていいたただだろろううかかとと思思うう

・・体体のの不不調調をを訴訴ええるる高高齢齢者者がが少少ななくくななっってて地地元元のの医医院院のの受受診診者者がが
減減っったたららししいい

他他1

地地区区のの健健康康づづくくりり活活動動にに自自分分事事ととししてて
取取りり組組むむよよううににななっったた

・活動を通して健康を守る会の取り組みを理解した

・当事者意識が出てきた
他6

地地区区のの良良ささやや強強みみをを発発見見ししたた ・・組組織織でですするるととここんんななににたたくくささんん参参加加すするるんんだだとと分分かかっったた

・・普普段段知知ららなないい人人ででもも健健康康にに関関心心をを持持っってていいるるここととがが分分かかっったた
他他1

住住民民同同士士でで健健康康づづくくりり活活動動をを広広めめよよううとと
すするるよよううににななっったた

・地域の人とのコミュニケーションが増えた

・健康についてみんなで考えられる
他9

Ⅲ.結果 表1 活動を通して生じた意識や行動の変化

Ⅳ.考察

・研究参加者は、プロジェクトに参加することにより自分自身の生活

習慣を見直すだけでなく、家族の健康に対する関心も高まっている

ことがうかがえた。

・地区の人々の健康にも目を向け、地区の健康づくりに積極的に取り

組むようになっていた。

・住民同士で健康づくりを広めようと活動の拡大につながっている

ことが示唆された。

重要カテゴリー 主な重要アイテム

地地区区のの新新たたなな健健康康づづくくりり活活動動ににつつななががっったた ・・地地区区独独自自のの体体操操をを考考ええてて広広めめよよううとといいうう動動ききががああるる

・・減減塩塩ののののぼぼりりをを作作っってて全全自自治治会会にに配配布布すするるここととににななっったた

他他6

地地域域のの健健康康づづくくりりをを積積極極的的にに考考ええるるよよううにに
ななっったた

・健康への取り組みの話を聞くと幸せな気持ちになる

・固形物の塩分濃度が知りたいという新たな欲求が生まれた

他2

地地区区のの健健康康づづくくりり活活動動にに積積極極的的にに関関わわるるよよううにに
ななっったた

・新しい取り組みを提案できた

行行政政機機関関及及びびススタタッッフフをを身身近近にに感感じじるるよよううにに
ななっったた

・・講講演演会会ややイイベベンントト時時にに保保健健師師がが来来ててくくれれるるよよううににななっったた

・・市市のの保保健健師師だだけけででななくく保保健健所所ススタタッッフフとともも顔顔見見知知りりににななっったた

他他4

地地区区全全体体でで健健康康ををテテーーママにに取取りり組組むむ良良ささをを
感感じじたた

・・みみんんななとと一一緒緒だだとと健健康康をを自自分分ののここととととししてて考考ええるる

・・通通常常のの会会話話ななりり行行動動のの中中ににもも健健康康をを意意識識ししたた会会話話やや話話がが
ででききるる状状態態ままででああががっっててききたた 他他1

Ⅲ.結果 表1 活動を通して生じた意識や行動の変化
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～第66回　中国地区公衆衛生学会（令和５（2023）年度）～

住民主体の地区活動評価の指標を検討するため、しま
ね健康寿命延伸プロジェクトにおける地区住民の活動を
通して生じた意識や行動の変化に影響を及ぼす要因を明
らかにする。

ししままねね健健康康寿寿命命延延伸伸ププロロジジェェククトトととはは

島根県では、令和2～6年度計画で健康長寿日本一をめ
ざし、県下７圏域の各1地区をモデル地区として、地区
の健康課題に住民主体で取り組む健康づくり“しまね健
康寿命延伸プロジェクト（以下、「プロジェクト」）”
が進められている。
具体的には、令和2年度に地区の社会資源や健康実態
調査が行われ、令和3・4年度活動実施、令和5・6年度で
事業評価が行われる。

ププロロジジェェククトトをを通通ししてて住住民民にに生生じじたた意意識識やや行行動動のの変変化化

自身や家族の健康への関心だけでなく、地区の健康づ
くりに積極的に取り組む意識や行動の変化がみられてい
る（小川ら，2023）。

１．対 象 者：プロジェクトにおいて活動に取り組む
3つのモデル地区住民代表者

２．方 法：安梅（2001）の質的研究法に基づき、
地区別にグループインタビューを行った。

３．調査期間：2022年11月
４．調査内容：・活動を通して意識や行動に変化を及ぼ

した要因
・地域や行政の役割
・行政との関係性の変化と今後への期待

５．分析方法：プロジェクトを通して生じた意識や行動
の変化に影響を及ぼす要因に関する内容
を重要アイテムとして抽出し、重要アイ
テム間の類似性と相違性を比較検討して
抽象度を高め、重要カテゴリーを抽出し
た。

目的や意義、公表等の倫理的配慮について文書と口頭
で説明し、自由意思による協力を求め、同意書への署名
をもって同意を得た。またこの研究は、島根県立大学出
雲キャンパス研究倫理審査委員会の承認を得て行った
（承認番号369）。

研研究究方方法法

倫倫理理的的配配慮慮

考考 察察

プロジェクトを通して生じた住民の意識や行動の変化
には、地域への関心や思いがある人々が健康に関心を持
つきっかけを得て、地域の活動しやすい仕組みやサポー
トおよび関係性の中で、活動によるメリットが感じられ
ることが影響していると考えられた。
対象としたモデル地区の住民は、地区の健康づくりに
積極的に取り組む意識や行動の変化がみられており、そ
の要因には、行政機関、特に保健師の関わりの重要性が
示唆された。住民のさらなる意識や行動の変化のために、
行政による積極的な関わりや保健師による支援への期待
があることから、今後も継続した関わりが必要であると
考えられる。
結果で得られた重要カテゴリーや重要アイテムは、住
民主体の地区活動評価において活用できると考える。

利益相反：演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業などはありません。

結結 果果

研究参加者は、A地区5名、B地区5名、C地区4名、計14名（男性11名、
女性3名）であった。住民の意識や行動の変化に影響を及ぼす要因として、
16重要アイテムが抽出され、5重要カテゴリーに集約された。重要カテゴ
リーは、「健康に関心をもつきっかけがある」「地域への関心や思いが
ある」「活動によるメリットを感じる」「地域で活動しやすい関係性が
ある」「地域で活動しやすい仕組みやサポートがある」であった。

注）青字は、必要なことや期待として抽出された要因

しまね健康寿命延伸プロジェクトを通して生じた住民の

意識や行動の変化に影響を及ぼす要因

〇小田美紀子1），祝原あゆみ1），小川智子1），吾郷美奈恵2）

1）島根県立大学看護栄養学部看護学科，2）元島根県立大学看護栄養学部看護学科

重要カテゴリー 重要アイテム サブ重要アイテム

健康に関心を持つ
きっかけがある

健康をテーマにし

たモデル地区にな

る

・モデル地区に指定された

・
健康に気をつける気持ちはひょっとしたらプロジェクト指定

を受けているということで多少芽生えてきているのかなと思

う〔他4〕

自分の健康を気に

する出来事がある

・（病気とか健康とかは家族や自分に）降りかからないと（意

識しない）

・一年間の体重の変化〔他3〕

自分の健康状態が

分かる

・健康実態調査、生活習慣のアンケート、尿検査を行ったとこ

ろでの結果を詳しく話してもらっている

・結果を地域の住民に分かるようにデータを還元していけば、

地域は逆にそうかという風に、もう少し頑張らないといけな

い風な、いわゆる健診でも受けてみようかというような部分

につながると思う

・今の健康プロジェクトっていうのは、個々にデータが返され

ているところで今までにないようなシステムづくりみたいな

恰好だったから、いい取り組みであると同時に個々人のプラ

スになってきているのを感じる〔他8〕

地区の健康実態が

分かる

・アンケート結果の後の分析結果の説明会〔他1〕

・昔、住民健診って言うのを各地でやってましたよね。保健所

もやってたんだけど、それだと地域で例えば海岸部はこうと

数値が出てくんですよね。そういうデータが欲しい〔他2〕

地区で役割を担う

・役をやって初めて活動の意味を感じている

・役職で担当しているから、意識高いんであって、一般の人は

そんなに高くないと思っている〔他3〕

地域への関心や
思いがある

普段から地区活動

に参加している
・会合に参加する

今ある地区活動の

取り組みを見直し

たいと思う

・活動がマンネリ化してもいけないという思いもある

・健康づくりにもう少しできることがあるのではないかと、常

日頃から思っている（が、なかなか実践できず、日々反省し

ている）〔他4〕

・イベントは出来る限り対策を打ちながらやる

地区をより良くし

たいという思いを

もつ

・地区の皆さんが集まり、楽しいよねと言ってもらえる地区に

したい

・次の世代、若い世代がこの地域の担い手だから、そういう人

たちに地域に関心をもってもらいたい〔他2〕

活動によるメリッ
トを感じる

活動の中に居心地

の良さや楽しさが

ある

・好きなことや居心地がいい場所や楽しいという感情がわく場

でないとなかなか続かないと感じる

健康に関する専門

的な知識が得られ

る

・知識が入り当事者意識が出てきた〔他7〕

・こういうことをやると健康寿命が延びますよとか、そういう

のがあるといいのかな〔他2〕

地域で活動しやす
い関係性がある

地区での住民同士

のつながりがある

・地域自主組織とか同級生のつながり、自治会互助など、互い

にみんな助け合うことの促進もつながりの中で意識し合うと

いうことが大事だと感じている

・いいところもあるし悪いところもあるが声掛けをしながら活

動への参加や地域の輪を保っていく〔他1〕

行政と顔の見える

関係がある

・保健所保健師・市保健師の参加の増加

・毎年座談会をしていると保健所職員や市の保健師と顔見知り

になる

・会の活動を通して、市の保健師や保健所職員が現場に出て顔

見知りになりながら一緒に考える姿をみると、そういう関係

性がないとなかなか住民には浸透しないのかなと感じるよう

になった

地域で活動しやす
い仕組みやサポー
トがある

地域社会活動に参

加する仕組みがあ

る

・地区内すべての自治会に健康づくりの会の役員がいる〔他2〕

・地域社会活動に参加する仕組みづくりをつくる

・一人一役でもいいから、何か役を持つと（社会活動に）参加

しないといけなくなる〔他3〕

健康づくり活動の

意義や目的が明確

である

・何回も話を聞くうちにこれは全体で考えていかないといけな

いことだとなった

・目的があるとやらないといけないと感じる〔他2〕

・事業そのものがみえない

保健師による活動

のサポートがある

・保健師さんが、地域と行政で共同でやることで補助金がでる

ので何とかしましょうということになった〔他2〕

・切れ目なく情報を流すこと〔他2〕

行政の地区に対す

る積極的な関わり

がある

・行政には地区の活動に参加してもらって地域がどういうこと

をやっているのかを肌で感じながら付き合ってもらえる

・モデル地区にはなったけど、もっと積極性が欲しい気がして

いる〔他2〕

研研究究目目的的

表 意識や行動の変化に影響を及ぼす要因

：モデル地区活動を行っている市町村

※地図は「島根働く人と職場の健康づくり応援

サイト」より引用
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～第80回　日本公衆衛生学会総会（令和３（2021）年度）～
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づ
くり
とし
て
健
康
づ
くり
を
進
め
る
行
政
の
連
携
促
進

【目
的
】

○
島
根
創
生
計
画
に
健
康
寿
命
延
伸
を
位
置
づ
け
、健

康
づ
くり

の
県
民
運
動
を
加
速
化
、重

点
化
して
推
進
して
い
る
。R

2年
度

か
ら7
保
健
所
圏
域
に
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し、
住
民
主
体
の
健
康

な
ま
ち
づ
くり
を
進
め
る
事
業
を
、保

健
所
・市
町
村
保
健
師
等
の
研

修
（
地
域
診
断
に
基
づ
くP

D
CA
サ
イク
ル
の
実
際
）
と連

動
させ

て
実
施
した
の
で
報
告
す
る
。

【方
法
】

対
象
：
市
町
、保

健
所
の
事
業
参
加
者

28
名

内
容
：
研
修
に
よ
る
学
び
とし
て
地
域
診
断
プ
ロセ
ス
や
、モ
デ
ル
地

区
活
動
の
取
組
とし
て
関
係
機
関
や
住
民
との
連
携
体
制
等
の

12
項
目
の
達
成
度
（

R2
年
度
当
初
と年

度
末
の

2時
点
を

10
点
満

点
で
評
価
）
とそ
の
理
由
等
。方

法
：
評
価
点
の
平
均
点
の
比
較

と学
び
を
分
析
した
。

※
倫
理
的
配
慮
：
調
査
票
は
無
記
名
とし
、提

出
を
持
って
同
意
とす
る
。集

計
分
析
は
提
出
分
の
合
計
で
算
出
し自

治
体
が
特
定
で
き
る
活
用
は
しな
い
。

【結
果
】

◯
年
度
当
初
と年

度
末
で
は
全
項
目
で
平
均
点
が
上
が
った
。

◯
市
町
、保

健
所
とも
に
「住
民
との
協
働
」「
市
町
と保

健
所
の
と

の
関
係
性
」が
高
率
で
あ
った
。市

町
で
は
「関
係
機
関
との
関
係

性
」保
健
所
で
は
「組
織
内
の
体
制
づ
くり
」と
続
い
た
。

日
本
公
衆
衛
生
学
会

CO
I開
示

演
題
発
表
に
関
連
し、
発
表
者
らに
開
示
す
べ
き

CO
I関
係
に
あ
る
企
業

な
どは
あ
りま
せ
ん
。

健
康
長
寿
しま
ね
県
民
運
動
の
推
進

（
第

2報
）

 ～
人
材
育
成
と両

輪
で
進
め
る

健
康
な
町
づ
くり

○
岩
野
真
保

1)
、片

岡
大
輔

1)
、谷

口
栄
作

2)

1)
島
根
県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

2)
島
根
県
健
康
福
祉
部

【考
察
】

◯
モ
デ
ル
地
区
活
動
展
開
と人

材
育
成
の
連
動
は
、実

践
の

場
が
あ
った
こと
だ
け
で
な
く、
住
民
や
関
係
機
関
との
話
し合

い
や
進
め
方
の
工
夫
や
学
び
の
実
感
と共

感
、そ
の
波
及
、連

携
先
の
拡
大
な
どが
あ
り、
住
民
主
体
の
地
域
活
動
の
展
開
に
効

果
的
で
あ
った
と考

え
られ
る
。今

後
は
市
町
村
や
保
健
所
の

組
織
内
推
進
体
制
や
組
織
間
連
携
等
の
変
化
や
、モ
デ
ル
地

区
住
民
代
表
に
は
活
動
に
よ
る
地
域
や
意
識
の
変
化
な
どに
つ

い
て
も
イン
タビ
ュー
調
査
を
実
施
す
る
。

◆
研
修
と連

動
させ
た
成
果
、研

修
か
らの
学
び

・地
域
診
断
の
手
法
を
地
域
に
入
り込

み
実
践
で
き
た
。

・P
D

CA
サ
イク
ル
を
意
識
して
地
区
活
動
を
進
め
た
。

・仮
説
に
対
して
どの
よ
うな
デ
ー
タが
必
要
か
考
え
た
。

・社
会
資
源
の
把
握
の
視
点
が
理
解
で
き
た
。

・地
域
の
人
の
意
見
を
聞
き
、地

域
診
断
が
よ
り深

ま
った
。

・保
健
所
と市

町
が
共
に
地
域
を
捉
え
考
え
られ
た
。

・市
町
だ
け
で
は
困
難
で
も
保
健
所
との
協
働
で
実
現
で
き
、保

健
所
との
連
携
が
密
に
な
った
。

◆
モ
デ
ル
地
区
活
動
か
らの
学
び

・住
民
の
主
体
性
、エ
ン
パ
ワ
メン
トを
引
き
出
す
関
わ
りの
大
切

さ。
住
民
との
対
話
が
増
え
た
。

・関
係
機
関
との
積
極
的
な
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
必
要
性

・社
会
資
源
を
知
り、
健
康
づ
くり
に
活
か
す
こと

・活
動
の
楽
しさ
を
感
じた
。

・保
健
所
と市

町
で
チ
ー
ム
で
活
動
が
で
き
た
。

・協
働
事
業
に
よ
り、
関
係
機
関
との
連
携
が
とり
や
す
くな
った
。

・ま
ち
づ
くり
課
との
連
携
、ま
ち
づ
くり
に
健
康
づ
くり
の
視
点

・市
町
との
関
係
が
深
ま
り、
他
事
業
で
も
連
携
が
しす
くな
った

・他
地
区
で
も
健
康
づ
くり
ネ
ット
ワ
ー
クの
活
動
に
つ
い
て
振
り返

りが
で
き
た
。

・保
健
師
だ
け
で
は
で
き
な
い
活
動
の
広
が
りを
実
感
した
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調査名 調査方法・内容 結果 R3→R5変化 抜粋(改善ポイントを太字)

生活習慣調査
方法：自記式質問紙の配布、回収
項目：健康状態、日常生活、食生活、

社会参加 等

回答数：4,882名(R3)
4,216名(R5)

健康に気を付けている者の割合男女ともに増
運動をするようにしている者の割合男女ともに増
食事・栄養に気を配っている者の割合男女ともに増
塩分の摂りすぎにいつも気を付けている者の割合男女ともに増
睡眠・休養をとるようにしている者の割合男女ともに増
地域活動・ボランティア活動へ参加している者の割合男女ともに増
飲酒を控えるようにしている者の割合男性で増

BDHQ食事調査
方法：簡易型自記式食事歴法質問票の

配布、回収、聞き取りによる確認
項目：ＢＭＩ、食塩・野菜・果物等の摂

取量、カリウム、アルコール 等

回答数：2,328名(R3)
1,961名(R5)

推定塩分摂取量の減少 (R3 10.46g → R5 10.17g)
生活習慣病のリスクを高める飲酒量割合男女ともに減少
野菜摂取量平均値 横ばい
果物・カリウム摂取量平均値 男女ともに減少

尿中塩分測定
方法：検尿キットを配布、随時尿を回収し

尿中ナトリウム量、尿中クレアチニン
を測定。

項目：推定1日食塩摂取量を算出(田中式)

回収数：1,999名(R3)
1,613名(R5)

推定塩分摂取量の減少 （R3 9.49g → R5 8.38g）
※前日の食事状況を反映した数値

しまね健康寿命延伸プロジェクトの成果と今後の方向性
- 健康なまちづくりの推進へ -

調査① モデル地区の健康調査

〇規家美咲１）、西明美１）、加藤幸子１）、片岡大輔１）、谷口栄作２）

島根県健康福祉部健康推進課１）、島根県健康福祉部２）

〇目的 島根県では島根創生計画に健康寿命延伸を位置づけ、「しまね健康寿命延伸プロジェクト（図１）」を開始し、健康づくりの県民運動をさらに加速化、重点化して推進
している。このプロジェクト事業の１つである「モデル地区活動（健康寿命延伸強化事業）」では、７圏域に１か所ずつモデル地区（公民館エリア等）を定め（図２）、
住民主体の健康なまちづくりを市町村と保健所との協働により進めている。その成果と今後の方向性について報告する。

〇方法・結果

演題発表に関連し、発表者らに開示すべきCOI関係にある企業などはありません。

調査②保健活動プロセス評価

調査①では、モデル地区活動を通じて、住民の意識の向上が見られ、県として啓発を強化したポイントとなる減塩・野菜摂
取・運動促進も網羅していた。特に減塩では、前日の食事が影響する尿中塩分測定では、大きく減少したことから、調査前に
意識して減塩につながる健康行動があったと考えられる。すなわち、どのような食事が減塩につながるかを理解しているという点に
おいて、モデル地区活動の効果があったと関係者間で考察された。一方で、過去1か月の食事状況を反映するBDHQでは減
少幅が少なかったことから、習慣づけるにはまだ時間がかかると考えられ、BDHQ調査においても減少幅が大きくなるよう、習慣
的に取り組むことができる具体的な食生活改善に向けた取組を継続する必要がある。また、調査結果にかかわらず、調査の実
施とその結果返しによる啓発により、住民がわが地区の健康課題に気付き、自分事として受け入れるきっかけになっており、モデ
ル地区活動の推進につながったと考えられる。
調査②の結果は、関係者による地域での実践的な活動から、モデル地区活動を進めていくために必要な６つの要素を用い
て整理した（表１）。この要素は、地域で健康づくりを進めるうえでの、「活動の工夫点」であり、重要な「視点」となる。なお、
表１の⑥人材育成は、 「地区で健康づくりを進めるキーパーソン」の発掘・育成と、市町村と保健所が協働し、新任期の保健
師や栄養士とともに現場で積極的に活動することで「専門職」の人材育成につながっていたことから２つの対象を含んでいる。
今後は、調査結果をもとに、健康調査を活用しながら、活動を波及していくとともに、地区活動の継続に向けて、かかわる組
織の人材育成や壮年期へのアプローチの強化等の課題について検討を進め、さらに効果的な事業につなげていくことを目指す。
さらに、市町村と保健所との協働により、住民主体の健康なまちづくりの推進を目指した地区活動を中長期的に継続すること
で、県の健康寿命の延伸を図っていきたい。

謝辞 本事業にご協力いただいたみなさまに心から感謝いたしま
す。調査の分析では、大城元保健環境科学研究所長、保健環
境科学研究所ご担当者様、各保健所長に貴重なご指導とご助
言を賜りました。また、プロジェクトに関わるモデル地区住民の皆様、
アドバイザーの先生方、市町および保健所の皆様には多くのご支
援をいただきました。お礼申し上げます。

調査名 調査内容 結果（抜粋）

市町村・保健所
職員調査

方法：担当行政職員への自記式質問紙調査
R4,5の各年度当初と年度末に実施

項目：地域診断プロセス、地域や関係機関、保健
所と市町村の関係性、活動への取組姿勢 等

回答：R4 21名 R5 23名 回収率100％

R4,5ともに年度当初から年度末にかけて、保健所・市町ともに満足度増
要素：健康課題を明確化し、保健所、市町、住民で一緒に考えた。

住民の声や思いを元にし、住民に寄り添った活動となった。
令和５年度になると、住民主体の活動やまちづくりの視点や、令和７年度以降の
活動の検討などの要素を考えた今後の目指す姿の検討がなされた。等

市町村・保健所
管理職調査

方法：管理的立場の行政職員への自記式質問紙
調査、 R4,5の各年度当初と年度末に実施

項目：活動の検討の場設定、関係部署や関係機
         関等の広がり、政策における位置づけの明
         確化、職員の人材育成などの取組 等
回答：7圏域・７市町より計14名 回収率100％

R4,5ともに年度当初から年度末にかけて、保健所・市町ともに満足度増
要素：市町と保健所が近い存在となった。

住民側に「楽しいことをやろう」という意識が強く感じられた。
住民主体の活動の広がりが具体的に形になった。地区活動がまちづくり活動へ発展した。
地域で開催されるイベント等に参画し、様々な機会を通じての啓発が実施できた。
保健所と市町の新任保健師・栄養士と一緒に活動し、専門職の人材育成に活かすことができた。 等

モデル地区調査

方法：R4 3地区役員への面接により質問紙作成
R5 7地区役員への自記式質問紙調査

項目：健康に関する意識、行動、住民間のつながり、
         地域内の活動、健康なまちづくり等に関する
         変化や広がりとその背景、モデル地区活動の
         満足度とその理由
回答：116 名(R5) 回収率78.4％

（R5調査結果）
役員自身の変化：健康に関する意識の高まりがあった74.2％ 生活習慣を見直した68.1％
役員が感じた地区の変化：以前から地区で実施しているイベント等に健康づくりに関することを取り
入れることが増えた63.8％ 地区の健康課題を自分の事として取り組む人が増えた50.9％
住民間のつながりが深まった41.4%
要素：「健康について勉強する機会が増えた」「親しみやすく楽しい活動であった」等活動内容の特徴、「調査に

基づきわかりやすく地区の実態の説明があった」「住民と一緒に考える機会があった」等行政のかかわり方
「役員等の人材育成が必要」「活動に参加しづらい若い世代にどのような参加してもらうか」等の課題

〇考察

図２ モデル地区の場所
図１ しまね健康寿命延伸プロジェクトの体制図

●●ししままねね健健康康寿寿命命延延伸伸ププロロジジェェククトト推推進進本本部部のの設設置置
・健康寿命の延伸を目指し、知事をトップに、庁内関係部局が

連携して施策を推進
・推進本部の下に、推進連絡会議を設置
・「しまね健康寿命延伸取組宣言」

県民へアピール、全県(49団体）で取組実施

食育・食の安全推進協議会

がん対策推進協議会

地域・職域連携
健康づくり推進協議会

糖尿病委員会 脳卒中委員会

●●健健康康長長寿寿ししままねね推推進進会会議議((4499団団体体))ににおおけけるる取取組組
・減塩/野菜摂取/運動促進の取組の強化

プロジェクト評価検討会
具体的な連携の検討

各圏域

対象：モデル地区内に居住する20～79歳

対象：モデル地区事業に関与した行政職員、地区職員

しまね健康寿命延伸プロジェクトのホームページはこちら→

表１ モデル地区活動を進めていくために必要な６つの要素
①健康寿命延伸に不可欠な生活習慣に関する効果的な取組

②住民と協働した取組

③公民館単位など、地域を基盤とした取組

④健康寿命延伸に関連する地域資源把握と協働体制づくり

⑤市町村と保健所の協働した取組

⑥人材育成（保健所・市町村保健師等、地域の担い手）

ご質問・資料提供等のご連絡は、
島根県健康推進課 kenkosuishin@pref.shimane.lg.jp まで

健康長寿しまね
マスコットキャラクター
まめなくん

各会議体・圏域事業との連動

健康づくり事業との連動

６つの要素を用いて整理
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年度別事業実施状況

年度
事業内容

備　考
県担当課 保健所

令和元
（2019） 

準備会（２回）
　進め方の検討・確認
　　スケジュール、地域診断・健康実態調査、評価指標、研修会等

令和２
（2020）

推進本部会議・推進連絡会議の設置・
開催（各１回）
研修会
・キックオフ研修会（１回）
・健康課題施策化研修（３回）
事業検討会（２回）
事業連絡会（10 回）
アドバイザー派遣（２回）
プロセス評価検討ワーキング（１回）

市町との連絡・検討
モデル地区の選定
モデル地区の地域診断、社会資源調
査

新型コロナ
ウイルス感
染症流行開
始

令和３
（2021）

健康実態調査
　計画、調整、集計分析
研修会
　健康課題施策化研修（２回）
事業検討会（１回）
事業連絡会（９回）
アドバイザー派遣（６回）
保健所・市町村の管理職・職員調査
プロセス評価検討ワーキング（３回）

市町との連絡・検討
健康実態調査

地区への説明、調査票等の配布・
回収、調査結果報告

活動の実践
啓発活動、座談会、役員会への参
画等

研修会

新型コロナ
ウイルス感
染症流行拡
大

令和４
（2022）

研修会（２回）
モデル地区活動の報告、グループ
ワーク

事業検討会（１回）
事業連絡会（３回）
アドバイザー派遣（２回）
保健所・市町村の管理職・職員調査
モデル地区役員へのインタビュー
プロセス評価検討ワーキング（１回）

市町との連絡・検討
活動の実践

啓発活動、座談会、役員会への参
画等

研修会

新型コロナ
ウイルス感
染症流行拡
大継続

令和５
（2023）

研修会（２回）
　講演、グループワーク

モデル地区活動の報告、グループ
ワーク

事業検討会（１回）
事業連絡会（３回）
アドバイザー派遣（５回）
保健所・市町村の管理職・職員調査
モデル地区活動役員等への調査
プロセス評価検討ワーキング（２回）

市町との連絡・検討
健康実態調査

地区への説明、調査票等の配布・
回収、調査結果報告

活動の実践
啓発活動、座談会、役員会への参
画等

研修会

新型コロナ
ウイルス感
染症が５類
感染症に移
行

令和６
（2024）

健康実態調査
　計画、調整、集計分析
研修会（１回）
　パネルディスカッション、講演
事業検討会（２回）
事業連絡会（３回）
事業担当者座談会（１回）
　５年間の振り返りと今後に向けて
アドバイザー派遣（４回）
プロセス評価検討ワーキング（３回）

市町との連絡・検討
５年間の振り返りを通じた成果と
課題の共有

啓発活動等の実践
啓発活動、座談会、役員会への参
画等

研修会
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各種会議・検討会

会議名（※） 概要・目的 構成メンバー・機関 開催頻度

推進本部会議

知事をトップとし、
庁内関係部局が連携
して取組を推進する
ための会議

知事、政策企画局長、
総務部長、防災部長、
地域振興部長、環境生活部長、
健康福祉部長、農林水産部長、
商工労働部長、土木部長、
病院局長、教育長、警察本部長

年１回

推進連絡会議

上記本部会議の下部
会議で、庁内関係課
の具体的な連携を検
討する会議

政策企画監、広聴広報課長、
人事課長、消防総務課長、
中山間地域・離島振興課長、
スポーツ振興課長、
健康推進課長、高齢者福祉課長
産地支援課長、産業振興課長
雇用政策課長、道路建設課長
県立病院課長、保健体育課長
社会教育課長、生活安全企画課長

年１回

事業検討会

プロジェクト事業を
円滑かつ効果的に遂
行するため、外部識
者を交えて検討する
会議

アドバイザー、保健所長、
保健所担当課長、
保健環境科学研究所課長、
健康福祉部医療統括監、
健康推進課関係者

年１～２回

事業連絡会

モデル地区活動の目
的・方向性の確認、
各圏域の進捗状況及
び課題の共有を事業
担当者レベルで行う
会議

保健所担当者、健康推進課関係者

R2･R3
月１回

R4･5･6
年３回程度

保健活動プロセス評
価検討ワーキング

モデル地区活動にお
ける取組効果の要因
等を分析するほか、
その結果をまとめ、
他地区への波及等の
検討のための会議

アドバイザー、
保健所統括保健師、
保健環境科学研究所、健康推進課

年２回程度

※全会議名の冒頭には「しまね健康寿命延伸プロジェクト」が付く
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保健所一覧

モデル地区一覧

保健所名 圏域名 管轄市町村 管轄人口※
（人）

松江市島根県共同設置松江保健所 松江圏域 松江市、安来市 240,678

島根県雲南保健所 雲南圏域 雲南市、奥出雲町、飯南町 52,433

島根県出雲保健所 出雲圏域 出雲市 172,775

島根県県央保健所 大田圏域
大田市、川本町、美郷町、
邑南町

50,612

島根県浜田保健所 浜田圏域 浜田市、江津市 77,551

島根県益田保健所 益田圏域 益田市、津和野町、吉賀町 57,955

島根県隠岐保健所 隠岐圏域
海士町、西ノ島町、知夫村、
隠岐の島町

19,122

※資料：令和２年国勢調査

圏　域 地　区　名

松江圏域 安 来 市 十 神 地 区

雲南圏域 雲 南 市 幡 屋 地 区

出雲圏域 出 雲 市 高 松 地 区

大田圏域 大 田 市 波 根 地 区

浜田圏域 浜 田 市 石 見 地 区

益田圏域 津 和 野 町 青 原 地 域

隠岐圏域 隠 岐 の 島 町 北 方 区
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参考資料・文献

〇岡田直久・新田則之　地域がうごく！健康な街づくりへ～島根におけるヘルス・プロモーションの
試み～　平成７年３月

〇島根県保健環境科学研究所　健康寿命延伸プロジェクト保健活動プロセス評価～モデル地区活動を
通じて「みる、つなぐ、うごかす」の実践を今後の地域保健活動に活かす～（令和３(2021) 年３月
～令和６(2024) 年３月の管理職調査＆職員調査結果報告書）　令和７年１月

〇島根県保健環境科学研究所　令和６年度しまね健康寿命延伸プロジェクト～保健活動プロセス評価
～モデル地区役員等の意識等に関する調査結果報告書　令和６年 11 月

〇島根県健康福祉部健康推進課　しまね健康寿命延伸プロジェクト 健康寿命延伸強化事業　健康実
態調査報告書（生活習慣調査、食事調査（ＢＤＨＱ）、尿中塩分測定）　令和７年３月

〇島根県健康福祉部健康推進課　しまね健康寿命延伸プロジェクト 健康寿命延伸強化事業　令和２
年度 ３年度　活動のまとめ　～地域がうごく健康づくり活動の展開に向けて～　令和４年 12 月

〇しまね健康寿命延伸プロジェクト 健康寿命延伸強化事業　令和４年度 ５年度 ６年度　活動のまと
め～地域がうごく健康づくり活動の展開に向けて～　令和７年３月

〇島根県　第 62 回島根県保健福祉環境研究発表会抄録集　令和５年７月

〇島根県　第 63 回島根県保健福祉環境研究発表会抄録集　令和６年７月
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令和６年度しまね健康寿命延伸プロジェクト事業検討会構成員

アドバイザー

氏　名 職　種

大　城　　　等 医　　　師

牧　野　由美子 医　　　師

永　江　尚　美 保　健　師

岩　野　真　保 保　健　師

保健所

氏　名 職　種 所属（職名）

村　下　　　伯 医　　　師 保健所長会（出雲保健所長）

柳　樂　真佐実 医　　　師 保健所長会（雲南保健所長）

小　川　理　恵 保　健　師 松江保健所（健康増進課長）

大　塚　律　子 保　健　師 雲南保健所（健康増進課長）

北　尾　ひとみ 管理栄養士 出雲保健所（健康増進課長）

坂　　　秀　子 管理栄養士 県央保健所（健康増進課長）

青　笹　美　香 保　健　師 浜田保健所（健康増進課長）

堀　野　かおり 管理栄養士 益田保健所（健康増進課長）

岩　谷　直　子 管理栄養士 隠岐保健所（地域健康推進課長）

加　本　路　恵 管理栄養士 保健環境科学研究所（健康福祉情報課長）

事務局	 	

氏　名 職　種 所属（職名）

谷　口　栄　作 医　　　師 健康福祉部（医療統括監）

片　岡　大　輔 医　　　師 健康福祉部健康推進課（課長）

加　藤　幸　子 保　健　師 健康福祉部健康推進課（統括保健指導監）

西　　　明　美 保　健　師 健康福祉部健康推進課（課長補佐）

大　石　美　幸 管理栄養士 健康福祉部健康推進課（健康増進第二係長）

米　田　麻　純 保　健　師 健康福祉部健康推進課（主任保健師）

規　家　美　咲 保　健　師 健康福祉部健康推進課（保健師）
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令和６年度しまね健康寿命延伸プロジェクト保健活動プロセス評価検討ワーキングメンバー

所　　属 職　名 氏　名

島根県立大学 教 授 小　田　美紀子

しまね健康寿命延伸プロジェクト ア ド バ イ ザ ー 永　江　尚　美

しまね健康寿命延伸プロジェクト ア ド バ イ ザ ー 岩　野　真　保

隠岐保健所　総務保健部 部 長 橋　本　久　美

島根県保健環境科学研究所
　　健康福祉情報課

課 長 加　本　路　恵

主 任 保 健 師 澄　田　恵　理

保 健 師 藤　谷　明　子

島根県健康推進課

統括保健指導監 加　藤　幸　子

課 長 補 佐 西　　　明　美

主 任 保 健 師 米　田　麻　純
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